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        令和６年１１月三田市教育委員会定例会会議録 

 

〇開催日及び場所 

 

 

 

 

〇議事日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇会議に出席した

委員（４名） 

 

 

 

〇説明のため出席

した者（９名） 

 

 

 

 

 

〇代表学校長 

（２名） 

 

 

 

〇会議に関係した

事務局員（２名） 

 

 

 

 

 

令和６年１１月２７日（水）午後２時００分開会  

午後３時０９分閉会  

三田市役所 南分館 ６０１会議室 

 

 

日 程 第 １ 開会 

日 程 第 ２ 前回会議録の報告、承認 

日 程 第 ３ 会議録署名委員指名 

日 程 第 ４ 会期の決定 

日 程 第 ５ 教育長の報告 

日 程 第 ６ 議事  議案第４０号から議案第４３号 

日 程 第 ７ 協議及び報告事項  報告第３１号から報告第３２号 

日 程 第 ８     その他 

 

 

１番 鹿 嶽 昌 功 ３番 中 野 文 雄 

４番 三 木 尚 美 ５番 ルーベッシュ裕子 

    

       

 

学 校 教 育 部 長 浅 野 晋 司 学校教育部担当部長 外 岡 明 文 

教 育 総 務 課 長 井 上 尚 博 学 校 再 編 課 長 上 野 樹 

教育総務課担当課長 久 保 修 一 学 校 教 育 課 長 田 中 仁 朗   

教 育 支 援 課 長 市 原  敦 教 育 研 修 所 長 出 藏 裕 昭 

学 校 給 食 課 長 小 東 敏 郎   

    

    

中学校校長会代表     鯉 ノ 内  克 枝 

小学校校長会代表    佐 藤  千 江 子（代理） 

 

 

 

教 育 総 務 課 石 野 寛 人 

 清 家 梨 奈 子 

  

 

 

 



 2

〇会議録署名委員 

 

 

 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育委員 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

〇教育総務課長 

（井上 尚博） 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

教 育 長 鹿 嶽 昌 功 

  

教 育 委 員 三 木 尚 美 

  

 

 日程第１  開   会 

 

ただいまから令和６年１１月第３１２回三田市教育委員会定例会を開

会いたします。 

  

 なお、本日の議案第４１号及び報告第３１号「職員の分限処分につい

て」、また、本日追加提案させていただきます議案第４３号「職員の

分限処分について」も特定の個人情報を含んでいるため非公開とし、

全ての議事及び報告等が終了した後に審議をしたいと考えますが、い

かがでしょうか。 

 

 （異議なし） 

 

 

 では、議案第４１号と報告第３１号、追加提案の議案第４３号は非公

開とすることといたします。 

 

 

日程第２ 前回会議録の報告、承認 

 

それでは前回会議録の報告を事務局よりお願いします。 

 

 

 （令和６年１０月２８日教育委員会定例会会議録により説明） 

 

 

ご質問等ございませんでしょうか。  

なければ、このように承認させていただきます。 

 

 

日程第３  会議録署名委員指名  

 

それでは、会議録署名委員指名に移ります。 

 会議録署名委員は、４番 三 木 尚 美 委員にお願いします。 
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〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第４  会 期 の 決 定 

 

会期は本日一日、令和６年１１月２７日水曜日午後２時００分開会

といたします。 

 

  

日程第５  教 育 長 の 報 告 

  

秋を通り越して急に寒さが厳しくなってきました。街路樹や

山々も紅葉し、美しい三田の風景が広がっております。子ど

もたちの朝の登校も、熱中症ではなく寒さ対策が必要な季節

となり、体調には気をつけてほしいと思います。２学期もあ

と１か月となりました。学校行事が多かった２学期ですが、

残りの期間も元気に過ごして欲しいと思います。 

それでは、前回の定例会以降の私の活動について報告いたし

ます。 

 

１）兵庫県都市教育長協議会(１０/２９) 

１０月２９日、本年度２回目の兵庫県都市教育長協議会が、

開催当番市の宍粟市で開催されました。議題は４点でした。 

１点目の管理職の確保については、いずれの都市も現在、そ

して将来的に課題を抱えておられました。再任用校長や特定

校長を活用されているところもありますが、やはり今後は、

管理職候補としてのミドルリーダーの育成等に注力していく

必要があると思います。 

２点目の学校再編については、本市の取組を発表させていた

だきました。各都市とも児童生徒数の減少は著しく、学校再

編の取組が多くのまちで進められていますが、どちらかとい

えば行政主導で進んでいるような印象です。 

３点目は教員の未配置への対応についてです。各市とも本市

と全く同様の状況であり、特に、年度途中の補充の難しさ、

欠員が生じたところを現場で対応することの難しさが課題と

のことでした。 

４点目は、フリースクール利用者と設置者への支援について

です。すでにフリースクール利用者への支援を行っている、

また、設置者への支援を行っているところもありますが、総

じて今後の課題という内容でした。子どもたちが、そこで自

立に向けて、どのような学びをしているか、その見極めの整
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理も大切であると感じました。 

 

２）阪神７市１町教育委員会連合会研修会(１０/３１) 

１０月３１日、本年度担当していただいている宝塚市で２回

目の研修会があり、教育委員の皆さんと共に参加しました。

岐阜大学大学院の加藤教授に「不登校を８割減らす基本と実

践」というテーマで講演いただきました。子どもたちの発達

特性、知的特性に沿った対応、「かくれ校則をなくすこと」

など小児科医・児童神経科医師としての取組をベースとして

お話いただきました。やはり基本は、目の前にいる子どもが

出しているＳＯＳをどのように捉えるかということだと思い

ました。 

 

３）第１２回三田市中学校英語暗唱大会(１１/２) 

１１月２日の土曜日、ウッディタウン市民センターで、今回

で１２回目となります中学校英語暗唱大会がありました。今

年も、各中学校から選ばれた１年生７人、２年生６人、３年

生７人の計２０人が英語の暗唱に挑戦しました。いつもなが

ら素晴らしいパフォーマンスを披露してくれて、本当に三田

市の英語のレベルは高いなと感心しました。子どもたちには

ぜひ来年も挑戦していただき、この英語暗唱大会はこれから

もずっと継続していきたいと思います。 

 

４）ひまわり特別支援学校創立１０周年記念式典(１１/２) 

八景中学校創立４０周年記念式典(１１/２２) 

今月は、ひまわり特別支援学校創立１０周年と、八景中学校

が三田市立中学校となって４０周年ということで、それぞれ

２日と２２日に式典があり参加しました。ひまわり特別支援

学校は平成２７年度から、富士小学校と富士中学校に小学

部、中高等部を併設する形で開校し、協働・交流学習を通し

て子どもたちの学びを支えてきました。八景中学校は、昭和

２３年に有馬郡の三田・三輪・長尾・道場の４町の組合立中

学校として誕生しました。神戸市・三田市組合立中学校を経

て、神戸市北区の鹿の子台の開発による北神戸中学校開校に

伴い、昭和６０年（１９８５年）に三田市立中学校となりま

した。両校の式典では、思い出のスライドなどで学校の歩

み、歴史を披露してくれました。 

 

５）中学校音楽会(１１/５)、小学校連合音楽会(１１/８) 

秋の文化祭や音楽会の合唱や合奏の成果として、中学校の音
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楽会が１１月５日に、小学校の連合音楽会が１１月８日に郷

の音ホールでありました。中学校は、各校から代表のクラス

が、小学校は４年生を中心に演奏してくれました。教育委員

の皆さんにもお越しいただき、素晴らしい音響のホールで、

子どもたちの澄んだ歌声が響いて本当に感動しました。参加

した子どもたちも、学校生活の中での一つの経験として心に

残ったことと思います。 

 

６）トライやる・ウィーク推進協議会(１１/７) 

本年度の活動の総括と、次年度に向けた方針を協議いただく

ため、１１月７日にトライやる・ウィーク推進協議会を開催

しました。今年は、例年どおり５月末から６月初めの２週

間、中学校を２グループに分けて実施しました。その実施状

況や経験した生徒の感想、また、保護者やお世話になった事

業所の皆さんのアンケートをもとに協議いただきました。こ

のアンケートは兵庫県が作成した統一アンケートですが、そ

の選択枝の内容等もう少し改善が必要なこと、どうすれば事

業所として協力しやすいかなど活発なご意見をいただき、来

年度の取組に大いに役立つ有意義な会を持つことが出来まし

た。これら意見をもとに、三田市としてのより良いトライや

る・ウィークとなるよう取り組んでいきます。 

 

７）三田市総合防災訓練(１１/９) 

１１月９日の土曜の午前中、神姫バス城山公園で令和６年度

の総合防災訓練がありました。これまでは、各小学校を巡回

して、地域の防災力向上の訓練を中心に行ってきましたが、

今回は神姫バス城山公園で三田市全体としての風水害や地震

災害に備えた訓練を行いました。今年の元日の能登半島地震

のように、本来安全と思われていたところでも災害の危険が

あることを踏まえ、三田市においても、防災に対する意識を

高める必要があると思っています。 

 

８）予算決算常任委員会(１１/１２・１４) 

１１月１２日と１４日、令和５年度事業の決算についての審

議を行う決算委員会がありました。１２日は教育委員会所管

の福祉教育分科会、１４日は全体会としてすべての所管を対

象とする総括審議があり、教育委員会の行った令和５年度事

業への質問と、今後の取組についてのご意見等をいただきま

した。今回は、９月の市議会議員選挙後の新しい議員の皆さ

んが出席されており、議員の皆さんからのご意見については
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〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

真摯に受け止め、今後の施策や事業に反映していきたいと思

います。 

 

９）三田市立学校指定研究校研究発表会 

(１１/２１・２２・２６) 

秋を迎え小学校を中心に研究発表会が開催され、私もできる

限り参加し、今年の研究の成果等見させていただいていま

す。１１月２１日は志手原小学校の情報教育の研究、２２日

は武庫小学校で阪神地区小学校体育研究大会としての発表、

２６日は弥生小学校の生活科・総合的な学習の研究発表があ

り参加しました。いずれも、主体的に自ら課題を見いだし、

自ら行動し、これからのより良い生活のための生きる力を身

につけるという視点の発表を聞かせていただきました。 

 

１０）令和６年度小学生中学生理科・生活科作品表彰式 

（１１/２３) 

今年も夏休みの課題として、小中学生から多くの作品を提出

いただきました。小学生の理科・生活科の作品、及び中学生

の理科自由研究の作品のうち、事前の選考委員会で選ばせて

いただいた川本幸民賞に小学生３点、中学生２点、教育長賞

に小学生３点、中学生２点、ひとはく賞は小中それぞれ１点

の計１２点について、１１月２３日土曜日、人と自然の博物

館コレクショナリウムで表彰させていただきました。どの作

品も、自ら課題や問題を考え、実際の観察や実験から考察し

ており、まさに「探究」といった視点で取り組んでいまし

た。子どもたちの発想の素晴らしさ、観察や実験への熱意や

根気といったものが伝わってきました。来年もぜひ挑戦して

ほしいと思います。 

これからどんどん寒くなってきますので、子どもたちや先生

方も健康管理には十分気をつけていただき、この１年を締め

くくってほしいと思います。 

私からの報告は以上です。 

 

 

日程第６   議   事 

 

それでは本日の議事にうつります。冒頭でお伝えしましたと

おり非公開議案につきましては、後ほど審議いたします。 

(１)県費負担教職員の服務の監督その他人事の一般方針を定 

めることについて 
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〇教育総務課担当

課長(久保 修一) 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

〇教育委員 

（中野 文雄） 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育総務課担当

課長(久保 修一) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育委員 

（中野 文雄） 

 

 

 

 

 

 

【三田市教育委員会事務委任規則第１条第６号関係】 

議案第４０号「令和７年度公立学校教職員異動方針につい

て」事務局から説明をお願いします。 

 

 

議案第４０号「令和７年度公立学校教職員異動方針につい

て」事務局から説明 

 

 

何かご質問等ございますか。 

 

 

昨年度の異動方針に加えて、実施に当たっての留意事項の中

に、新しく「小中一貫した教育」が追加されていますが、人

事異動の交流人事及び校種間異動についての方針が、昨年度

と変更がないのはどうしてですか。小中一貫教育を推進する

ことにおいては、管理職だけでなく、主幹教諭や教諭の交流

人事、校種間異動を考えていくことは必要なことだと思いま

す。 

 

 

校種間交流については管理職の交流が主になりますが、今

後、小中一貫教育を推進するうえでは、管理職に限らず教員

の異動についても進めていかなければいけないと認識してい

ます。その点については教員免許の問題や、採用自体が小学

校なのか中学校なのか、採用の違いもあるので、異動につき

ましては本人の希望を尊重しながら丁寧に進めたいと考えて

います。もちろん、小中一貫教育に向けた積極的な交流人事

も必要になってくると思いますので今後検討していきたいと

思います。 

 

 

これからの三田市において、さらに小中一貫教育を推進して

いくために、交流人事等どのように進めていくのかについ

て、人事異動方針の中に反映されていても良いのではと思い

ます。また、ひまわり特別支援学校が創立１０周年を迎えま

した。その１０年間の間に、人事交流、人員配置についてさ

まざまな課題が見えてきたかと思います。校種が違う中で、

先生方の人事交流、配置についてどのようにお考えですか。

他市との交流人事等も含め今後の展望、方向性について教え
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〇教育総務課担当

課長(久保 修一) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育委員 

（中野 文雄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育委員 

（三木 尚美） 

 

 

 

 

てください。 

 

 

先生方にお配りしている要領の中にも、小中交流を配慮する

と明記しており、希望が上がれば積極的に希望に沿うよう校

種間異動の対象としています。今後より進めていくために

も、交流人事や校種間異動について強調していくことが大事

だと思います。 

ひまわり特別支援学校につきましては、１０年経過して開校

当時の先生方から変わりつつあります。他市との交流人事の

中で、特別支援担当の先生に来ていただいたり、新規で採用

したりしながら、その都度入れ替えを行っているところで

す。また、通常校の特別支援学級を担当され経験もある方

で、もっと特別支援教育を学びたいと希望される方もいます

ので、そういった希望がある方は優先的にひまわり特別支援

学校へ配置をしている状況です。専門性の高い学校ですの

で、人事異動については丁寧に進めていきたいと考えていま

す。 

 

 

次世代の人材育成という視点から考えますと、ひまわり特別

支援学校のような専門性を必要とする学校の場合、どのよう

に育成していくのかがとても大事になります。ひまわり特別

支援学校は特別支援学級のセンター校という位置づけになり

ますので、そこで教職の経験を積んで、専門性を持った方が

校種間交流で小中学校との交流を行っていくのが理想だと思

います。それを踏まえて、ひまわり特別支援学校の人員配置

を考えていただきたいです。小中の交流人事はよく行われま

すが、特別支援学校は１つなので交流人事の視野から外れて

いかないか危惧しています。校長先生からヒアリングをしっ

かりしていただき、校長会とも連携をとりながら適正な人員

配置に努めてもらいたいと思います。 

 

 

小中一貫教育が異動方針に加わったことで、目先の学びだけ

でなく、先を見据えた指導をいただけると期待しています。

特別支援学校の先生方についても、人員確保が難しいとお聞

きします。免許状取得者の配置とありますが、できれば全て

の先生に免許を取得していただきたいと思います。今はどの

クラスにも支援の必要なお子さんがいる状況だと聞いていま
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〇教育総務課担当

課長(久保 修一) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育委員 

(ルーベッシュ裕

子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育総務課担当

課長(久保 修一) 

 

 

 

す。発達障害を抱えるお子さんもたくさんいる中で、通常学

級の中でも先生方がそういう視点を持って指導いただくこと

で、いじめが減ったり、支援の必要な子どもへの先生の指導

の仕方がお手本となって、周りの子どもたちの接し方も変わ

ってくるのではと思います。今後の人事異動に生かされるこ

とを期待する上で、ぜひ先生方に特別支援の免許状取得を推

進していただけたらと思います。 

 

 

特別支援教育の視点は今まさに通常学級でも必要とされてい

ます。そのような状況に対応するために、教育支援課とも相

談しながら、学校において、若い先生方には早い段階で特別

支援学級の担任を持つよう進めているところです。教育支援

課が行う研修を受講したり、担任をしたりすることで、特別

支援教育をより深めていただき、通常学級へ戻っても、その

経験を生かしていただけるような体制を整えていけるよう考

えています。実際、通信教育等を利用して、特別支援学校の

教員免許を取得される先生もいます。また、若い先生方の中

には、小中学校と特別支援学校の免許を取得されている先生

もいますので、そのような先生方には特別支援学級の担任を

していただくことを呼び掛けていきたいと思います。 

 

 

わたしの息子も支援学級５年目になります。今年に入って兵

庫教育大学の学生２名に月２回ほどチューターをお願いして

います。将来先生を希望している学生なので、今の経験が将

来的に現場で生かせると大変ありがたい経験だと言っていま

した。実際に教員になって学校現場に入ると、たくさんのこ

とを回していかなければいけないのが現状のようで、特別支

援教育をゆっくり学ぶ時間をとるのは難しいと思います。特

別支援のお子さんだけでなく、今の時代の多様なお子さんに

関わっていただく機会を、先生になる前の段階で経験として

作っていただくと良いと思います。 

 

 

学校長には、将来教員を希望する教育実習生に、その後ボラ

ンティアのスクールサポーターとして、実際に学校で子ども

たちと関わる活動を進めていただいています。一度はコロナ

禍でボランティア活動も減っていましたが、今は少しずつ復

活していると聞いています。また、学園小学校では近隣の関
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〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

 

〇教育支援課長 

（市原 敦） 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

 

〇教育総務課長 

（井上 尚博） 

 

 

〇教育長 

西学院大学の学生と連携を取っていたり、三田小学校も有馬

高校と連携を取り、学校に入っていただいたり、各校独自の

方法で繋がりをもって対応いただいています。今後も、学校

長には、教員をめざす学生に対して、実際の学校現場での活

動を進めていただけたらと思います。 

 

 

ご意見ありがとうございます。 

他に何かご意見やご質問等ございますか。 

なければこのように承認します。 

 

 

(３)教育委員会規則及び教育委員会規程の制定又は改廃を行う 

ことについて 

【三田市教育委員会事務委任規則第１条第１１号関係】 

議案第４２号「通学費補助規則の一部を改正する規則の制定

について」事務局から説明をお願いします。 

 

 

議案第４２号「通学費補助規則の一部を改正する規則の制定

について」事務局から説明 

 

 

何かご質問等ございますか。 

なければこのように承認します。 

 

日程第７  協 議 及 び 報 告 事 項  

       

 続きまして報告事項に移ります。 

 報告第３１号は冒頭でお伝えしましたとおり非公開のため後

ほど審議します。 

 報告第３２号「１２月教育委員会開催行事予定について」事

務局から説明をお願いします。 

 

 

 報告第３２号「１２月教育委員会開催行事予定について」事

務局から説明 

 

 

 何かご質問等ございますか。 
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（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

〇教育総務課長 

（井上 尚博） 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

〇中学校校長代表

(鯉ノ内 克枝) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なければこのように進めてまいりますので、１２月もよろし

くお願いします。 

 

 

日程第８  そ の 他 の 報 告 

 

では、次回、１２月の教育委員会定例会の日程について事務

局からお願いいたします。 

  

  

１２月教育委員会定例会の開催日時は令和６年１２月２３日

（月）午前１０時００分から、南分館６０１会議室で予定し

ております。よろしくお願いいたします。 

  

              

それでは、各代表校長からの報告です。 

 

 

〇文化祭について 

１０月末から１１月にかけて、学校や市内で多くの文化的な

行事が開催されました。教育委員会のご支援により、中学校

英語暗唱大会や中学校音楽会、理科自由研究作品展や書写・

美術・ふれあい作品展など、様々な学習成果を発表する機会

をいただいていることに心から感謝いたします。また、市内

すべての中学校において、文化祭を無事実施できましたこと

をご報告いたします。今年度は、昨年までのような感染症等

の影響で延期を繰り返すこともなく、予定通りに開催され、

生徒たちは日頃の学習の成果を心おきなく発表することがで

きました。特に、クラス合唱へかける熱意はとても大きなも

ので、指揮者・伴奏者を中心に日々練習し、音程はもちろん

のこと歌詞の内容を深く理解し、歌に込められた思いを伝え

ようと、発表の直前までクラス一丸となって取り組みまし

た。結果、どの学年もどのクラスも堂々と合唱し、聴いてい

る人の心を動かしてくれるものとなりました。地域の方や保

護者の皆様からは、「みんな一生懸命に歌う姿に感動しまし

た」「１・２年生はみんな元気にさわやかに歌っていました

ね」「さすが３年生、心を一つに美しいハーモニーで歌い上

げる姿が素晴らしかった。」といった感想を頂きました。 

 

〇音楽会について 
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〇小学校校長代表

代理(佐藤 千江

子) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月５日には三田市中学校音楽会が行われ、文化祭の合唱

コンクールを経て選ばれた各中学校の代表クラスが出場しま

した。当日はお忙しい中、教育長をはじめ教育委員の皆様に

もご出席いただきありがとうございました。どの学校の代表

もステージ上で見事な合唱を披露してくれました。どこの学

校が上手かを競うのではなく、お互いの学校のよいところを

見つけ、これまでの努力を認め合い、讃え合うという雰囲気

に包まれ、お互いに大きな拍手を送りあう感動に溢れた音楽

会となりました。また、多くの保護者の方にも、生徒の懸命

にがんばる姿を見ていただくことができたことを大変ありが

たく思っています。１１月６日には丹有地区中学校連合音楽

会が開かれ、こちらにも三田市から代表４校が出場し、ここ

でも素晴らしい合唱を披露してくれました。 

 

 〇１２月行事について 

８校とも先週までに期末テストを終え、２学期もいよいよ残

り３週間あまりとなりました。今後は、全校で１２月中に生

徒会役員選挙を実施し、３学期からは１・２年生を中心とす

る新役員体制となります。生徒会全員で新たな目標を掲げ、

協力してより良い学校づくりに力を尽くしてくれることと期

待しています。そして、３年生にとってはいよいよ卒業後の

進路先を決定する大切な時期を迎えます。さまざまな感染症

の影響をうける日々が続きますが、予防対策を徹底して継続

しながら、教育活動を滞りなく行ってまいりたいと思いま

す。引き続き、ご支援をよろしくお願いいたします。  

 

 〇音楽会について 

１０月に入り、感染者が増加しているマイコプラズマ肺炎の

影響で、クラス全員がそろわない状況が見られました。しか

し、多くの学校では、予定通りに音楽会を実施することがで

きました。どの学校においても、昨年度より、マスクを外し

て練習をする子どもが多くなった感があり、コロナ禍以前の

音楽会が戻ってきたことを実感するとともに、子どもたちの

がんばりと成長を保護者と見守り、充実した行事となりまし

た。また、１１月８日には郷の音ホールで「連合音楽会」を

開催することができました。大ホールいっぱいに、子どもた

ちの歌声やリコーダーの音色が響き渡りました。学校規模が

さまざまの市内の小学校ですが、互いの学校のことを知る機

会にもなり、参加した子どもたちにとっても、仲間と一緒に

ホールのステージで歌った経験は、きっと小学校生活のよい
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〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教育長 

（鹿嶽 昌功） 

 

思い出として残っていくことと思います。お忙しい中、教育

長をはじめ、教育委員の皆様にもお越しいただき、感謝申し

あげます。 

 

〇作品展について 

１１月１６日から１８日は、「児童・生徒作品展」をウッデ

ィタウン市民センターで開催しました。書写作品、絵画・造

形作品等、本年度も子どもたちの力作が集まりました。会場

には、家族と一緒に作品を見に来ている子どもたちを見かけ

ました。市内の特別支援学級の作品が集まった「ふれあい作

品展」にも多くの方が来場してくださり、盛況のうちに本年

度の作品展を終了することができました。 

 

〇小学校長会より 

小学校長会では、１１月の定例小学校長会において、学校教

育課の増野指導主事に来ていただきました。増野指導主事か

らは、短い時間でしたが、同和教育について講話をしていた

だきました。これまで三田が大切に取り組んできた差別を許

さないという気概と、私たち校長が全ての教員ともに、人権

感覚を常に高めていくことを日々積み重ねていくことについ

て再確認する貴重な時間でした。今後も、教育の礎の一つで

ある人権教育について学び続けるよう取り組んでいきます。 

２学期の終業式まで１か月を切りました。子どもたち、そし

て教職員にとっても、実り多い２学期として締めくくること

ができるよう、日々の教育活動を進めてまいります。 

 

ありがとうございました。 

それでは引き続き非公開議案についての審議に入ります。ここ

からは事務局関係者以外のご退室をお願いいたします。 

 

 

《事務局関係者以外退室》 

 

 

 《非公開審議》 

 

 

それでは以上をもちまして教育委員会定例会を閉会いたしま

す。 
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